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論文内容の要旨
日本サル下部側頭葉皮質 TE 野から TEO 野への逆行性結合の解剖学的構造を、 JI慣行性トレーサー PHA-L を用い
て調べた。本研究の目的は視覚連合野 TE からの逆行性結合の構造を初期視覚領域における逆行性結合、 TEO から
TE への順行性結合と比較することである。
3 頭の日本サルの TE の中の単一部位に PHA-L を注入し、標識軸索の分布を下部側頭葉と後頭葉の 2 次元展開図
上に示した。標識軸索は TEO と PITd (上側頭溝下壁の TEO に隣接する領野)に多く分布し、また、 V1、 V2、 V4
に少量分布していた。 TEO と PITd の標識軸索は皮質表面に沿って 4mm 以上にわたり連続的に分布していた。
TEO から TE への順行性結合を同じ方法で直接比較するために、以前 TEO に PHA-L を注入した二頭のサルの下部
側頭葉を解析しなおした (Saleem et aし 1993)。この順行性結合では標識軸索は TE から TEO に逆行性に投射す
る標識軸索の分布よりも TE の限局した領域に観察された。
連続切片から 9 つの単一標識軸索を再構成した。これらの軸索は複数の arbor を持ち、多様な層分布と複雑な分
岐様式を示した。再構成した単一軸索には、 1 層から 3 層まで分布する arbor を持つもの (n = 4) 、 1 層のみに分
布する arbor を持つもの (n= 1) 、 5 層と 6 層に分布する arbor を持つもの (n= 2) 、 1 層から 3 層までと 5 層
と 6 層に分布する arbor を持つもの (n= 2) があった。初期視覚領域における逆行性結合で見られるような 1 層
で水平方向に広がる軸索が多く見られる傾向はなかった。個々の arbor の大きさ (1.56:!: 1.24mm) は TEO から TE
への順行性に投射する単一軸索の arbor の大きさ(<O.6mm) よりも大きかった。
これらのことから、 TE からの逆行性結合は TEO/PITd の広い領域に結合し、さらに多様な神経終末の層分布を
持つと結論する o 初期視覚領域の逆行性結合には見られない層分布の多様性は TE からの逆行性結合が興奮性の調節
だけでなく情報処理のより詳細にかかわる役割を持つことを示唆する。
論文審査の結果の要旨
霊長類において物体認識に重要な役割を果たしている下側頭葉皮質は、前半部 TE 野と後半部 TEO 野からなる o
これら 2 つの領域は、 TEO 野から TE 野へのフィードフォワード投射と TE 野から TEO 野へのフィード、バック投射
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によって、互いに、神経結合しているo これら神経結合の解剖学的構造の詳細は未知であり、その解析により、両者
の聞における視覚情報のやりとりの様式についての洞察が得られると期待される。
本論文では、神経軸索の順行性トレーサーである Phaseo/us vu/garis leucoagglutin (PHA心)を用いて、 TEO 野
と TE 野の間の神経結合の様式、とくに TE 野から TEO 野へのフィード‘パック投射の形態的特徴について解析を行っ
た。 TE 野に PHA-L を注入すると、 TEO 野ならびに TEO 野のすぐ背側の PITd 野に、標識軸索終末の濃い分布が
見られ、さらに前段の領域である V4， V2, Vl 野には弱い標識軸索終末集団が現れた。 TE 野から TEO 野へのフィー
ドパック投射の分布範囲は、 TEO 野から TE 野へのフィードフォワード投射の分布範囲にくらべて広い領域を占め
ていた。連続組織標本から、単一神経軸索の再構成を行ってみると、個々の軸索のレベルでも、フィードバック投射
の軸索の分技パターンは、フィードフォワード投射の軸索の分枝パターンにくらべて、前後方向に広い領域を占めて
いた。これらの結果は、今日までに記載のある初期視覚野同士の結合と同様、高次視覚領域同士の結合においても、
フィードパック投射はフィード‘バック投射よりも拡散的であることを示しており、この性質が、大脳皮質の多くの場
所において共通の形態学的特徴であることを示唆している。本研究の成果は、物体認識に関わる神経経路の解剖学的
構造を明らかにする重要な一歩であると認められる。
博士(理学)の学位論文として価値あるものと認める。
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